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研究成果の概要（和文）：特定領域内に三つ設置された研究部門のうち、現地調査研究部門は、
歴史学・思想史・文学史・経済学・建築学・考古学などの多分野から、共通して「現地調査」
の手法を用い、寧波あるいは浙江の特色、および中国と日本の文化的影響関係を明らかにする
ことを目指した。その結果、領域越境的なシンポジウムを多く開催し、部門の研究雑誌をほぼ
毎年刊行した。また、部門の会合も何度も主催し、各計画研究が有機的に連携することができ
るようにした。 
 
研究成果の概要（英文）：Field Reserch Section, which was one of three sections constituted 
in this project, aimed clarifying the characteristics of Ningbo or Zhejiang and the cultural 
influence relation between China and Japan by common method for "field reserch" from the 
many fields such as historical science, history of thought, literature, economics, 
architecture and archeology, etc.  As a result, we held a lot of symposiums crossed the area 
and published the research magazine of our section approximately every year. In addition, 
we hosted many meetings of our section on purpose to encourage cooperating organically in 
our section. 
 
 
交付決定額 
   
                              （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2005 年度 4,000,000 円 0 円 4,000,000 円 

2006 年度 2,700,000 円 0 円 2,700,000 円 

2007 年度 4,200,000 円 0 円 4,200,000 円 

2008 年度 6,200,000 円 0 円 6,200,000 円 

2009 年度 5,600,000 円 0 円 5,600,000 円 

総 計 22,700,000 円 0 円 22,700,000 円 

                             
 
研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：史学・東洋史 
キーワード：寧波、浙江、現地調査 
 
１．研究開始当初の背景 
まず特定領域研究全体に関して言えば、５年

間の準備期間を経て開始された。もとは宋代
史研究会の研究報告集第 6 集「宋代社会のネ
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ットワーク」および第 7 集「宋代人の認識─
相互性と日常空間」(いずれも汲古書院刊)の
編集作業を通じて、参加者の間で狭義の宋代
史研究の枠組みを超え、また海外の研究者と
の密接な連絡・協力を通じて斯界の発展に務
めることの必要性が認識された。そのような
認識に従い、各種のシンポジウムの開催、民
間財団の助成金を利用した国際学会への参
加、様々な刊行部の出版などが続けられた後、
寧波を焦点とする大規模な共同研究計画が
立案され、2003 年秋にはそのための企画調
査として科学研究費補助金基盤研究(C)(1)
が採択された。このような入念な準備の甲斐
あって、本特定領域研究が採択され、領域越
境的な共同研究が開始された。 
  本研究部門は、この特定領域研究に設置さ
れた三つの研究部門の一つであり、様々な研
究分野の計画研究が「現地調査」という方法
論のもとに結集した点に特色がある。各研究
部門には、個々の計画研究が単発的な研究に
とどまることがないよう、それぞれ「調整班」
が置かれた。 
 
２．研究の目的 
本計画研究は、以上のような任務を背負い、
個々の計画研究と特定領域全体とを架橋・調
整し、なおかつ「現地調査」という手法の有
効性について模索を続けた。歴史学・思想
史・文学史・経済学・建築学・考古学などの
多分野から、共通して「現地調査」の手法を
用い、寧波あるいは浙江の特色、および中国
と日本の文化的影響関係を明らかにするこ
とを目的とした。地域に数多く残されている
さまざまな歴史的「遺産」を重視・活用し、
また、そうした遺産を単にモノとして捉える
のではなく、それをとりまく地域社会の「エ
コシステム」の中に位置づけて長期的な環
境・景観の変化のなかで人々の集合的な無意
識の「心性」がどのようにあらわれて、交流
の中でその心性がどのように変化したのか
を追究することを目指した。 
 
３．研究の方法 
ここまでの説明から明白なように、本計画研
究は、まずは個々の計画研究の成果を集結し、
それらの成果が有機的に連動し、寧波や浙江
の地域的特色もしくは方法論としての「現地
調査」の有効性の検証がより明確になるよう、
文字通り「調整」を行うために設置された。
具体的には、研究部門の研究会合や「現地調
査」に関わるシンポジウム・ワークショップ
の開催、あるいは研究部門の学術雑誌の刊行
などを通して研究を遂行するものである。 
 
４．研究成果 
平成 17（2005）年度 
 10 月に関西大学において、現地調査部門第

1 回全体集会をおこない、今後の方針（特に
ＧＰＳの活用）について話し合った。また、
平成 18 年 2 月には東京大学駒場キャンパス
において、現地調査部門国際シンポジウム
「寧波研究の課題と可能性―なぜ寧波が焦
点になるのか―」を開催した。このシンポジ
ウムでは、本部門および特定領域研究全体に
とって鍵となる地域である「寧波」が、歴史
的にどのような意味で焦点たり得るのかを、
寧波を直接研究対象としている研究者の報
告を通して検討し、今後に向けての課題をで
きるだけ多くのメンバーで共有することを
最大の目的とした。シンポジウム当日は、世
界の寧波研究者が集まり、寧波研究の現状を
把握し、今後の課題について討論をおこなっ
た。その結果、地中海・インド洋など他の海
域世界とは異なる東シナ海海域の特色を考
察していく必要性が確認された。 
平成 18（2006）年度 
 この年度は、昨年度までの予備調査をもと
に、各班による現地調査を本格化させた。同
時に、現地調査研究部門の共通した目標とし
て、「寧波 GIS プロジェクト」 の計画を立ち
上げることとし、ワーキンググループの結成、
研究者の米国派遣を行った後、10 月の現地調
査部門全体会合(於 東京大学)では、現地調
査の際に各班が共通して携帯型 GPS 装置に
より位置情報を得、プロジェクトを通して寧
波の長期的な経済的・文化的空間の変遷を明
らかにしていく目標が確認された。ただし、
このプロジェクトについては、平成 19 年度
〜20 年度にさらに具体的作業を進展させる
予定であったが、中国における現地調査に対
する法的・社会的制約が強化されたことや、
このプロジェクトの中核をなす予定であっ
たメンバーが続々と体調を崩したこと等が
重なって、科研期間中に成果を取りまとめる
ところまで進めることができなかった。この
ことは、現地調査研究部門において最も悔や
まれる点である。 
 現地調査研究部門全体のシンポジウムと
しては、この年度には、現地調査が早くから
進んでいた海港地域班・民俗信仰班を中心と
して、平成 19 年 2 月 11 日に国際シンポジウ
ム「海をむすぶ祈り－東アジア海域交流と信
仰－」を、長崎歴史文化博物館にて開催した。
従来の東アジア海域史研究において、宗教や
心性の問題は、 研究の不十分な分野であっ
たが、中国・フランスからも当該分野の専門
家を報告者・コメンテーターとして招き、今
後の海域宗教史研究に大きな一歩を踏み出
す有意義な発表・討論がおこなわれた。なお、
このシンポジウムの前日には、「東アジア海
域史研究会」有志と合同で、現地調査研究部
門の全体集会が開催された（於 長崎歴史文
化博物館）。また、現地調査研究部門の雑誌
『東アジア海域交流史 現地調査研究～地



域・環境・心性～』第１号を刊行した。この
雑誌は、これ以後も、現地調査研究部門が主
催・共催した各種シンポジウムに関する特集
や、部門メンバーからの投稿論文、現地調査
の報告、研究史上価値ある海外の論文の翻訳、
寧波現地調査と関わりの深い新刊の紹介な
どを掲載する充実した学術誌として、最終号
である第４号まで毎年度刊行された。第 1 号
は、前年度に開催した現地調査部門国際シン
ポジウム「寧波研究の課題と可能性―なぜ寧
波が焦点になるのか―」で特集が組まれた。 
平成 19（2007）年度 
 平成 19年 9月 29日に現地調査研究部門の
全体集会を開催し（於 明治大学）、特定領
域研究内における「重点項目」の設定等につ
いて報告がなされ、それを踏まえて、現地調
査部門の今後の方向性について確認し合っ
た。また、太田出・佐藤仁史（海港地域班）
および加藤徹（演劇班）から現地調査の手法
や成果に関する報告がなされた。さらに、各
班の調査の進捗状況についても報告が行わ
れ、今後の展開について討議を行った。また、
11 月９日には東方学会会員総会(於 日本教
育会館)において、現地調査研究部門と文科
省特別研究促進費「中世総合資料学」との共
同で、シンポジウム「都市・墓・環境をめぐ
る歴史的空間―文理融合による日中比較―」
を開催した。本シンポジウムでは、「空間」
という共通の切り口から、文系・理系の研究
者の協力によって日本と中国の比較をおこ
ない、東アジア全体の視角から、日本・中国
の共通性と相違性を考察する手がかりをつ
かむことを目的に三部分にわけて報告・討論
をおこなった。なお、この年度には『東アジ
ア海域交流史 現地調査研究～地域・環境・
心性～』第２号を刊行した。前年度に開催し
た国際シンポジウム「海をむすぶ祈り－東ア
ジア海域交流と信仰－」で特集を組んだほか、
特定領域研究の有志による「ブローデル『地
中海』を読む」研究合宿に関するフォーラム
も掲載されている。さらには論文・翻訳・新
刊紹介はもとより３篇の「現地調査報告」が
載せられているなど、質量共に充実した雑誌
となった。 
平成 20（2008）年度 
 この年度辺りから、特定領域研究の取り組
みが「重点項目」を中心としたものにシフト
してきたため、部門メンバーも部門の枠を超
えて共同研究を推進するようになってきた。
平成 20年 7月 27日に行われたワークショッ
プ「焦点としての寧波・浙江 ——文化の多
層性とその環境——」（於 東京大学）もそ
のような流れを受けた企画であり、主催は
「重点項目（ロ）：寧紹地区の環境・生態と
人間社会の営み」であるが、報告者はすべて
現地調査研究部門の関係者であった。このワ
ークショップでは、現地調査を積極的におこ

なってきた部門メンバーが寧波ないし浙江
の特色を踏まえた報告をおこない、この地域
の社会文化的特色を、生態環境の視点もまじ
えて分析し、東アジア海域交流の焦点となっ
ていた当該地域が歴史的にもっていた意味
を考察した。また、12 月 21 日には、総合地
球環境学研究所と現地調査研究部門の共催
で、「第１回中国環境問題ワークショップ／
環境との対話」を行った（於 総合地球環境
学研究所）。この中で、「環境との対話－東ア
ジア海域世界と疾病－」というテーマのもと、
岡元司（海港地域班）による「疫病・環境と
東アジア海域史－科研寧波プロジェクトの
紹介を兼ねて－」、山口聰（茶文化班）によ
る「日本緑茶遺伝資源の起源地を求めて」と
いった発表が行われ、活発な討議が行われた。
なお、この年度には『東アジア海域交流史 
現地調査研究～地域・環境・心性～』第３号
を刊行した。前年度に開催したシンポジウム
「都市・墓・環境をめぐる歴史的空間―文理
融合による日中比較―」、および出版文化班
の企画によるシンポジウム「中国東南部の出
版文化と日本の出版文化」（平成 19 年 12 月
13 日、於 国文学研究資料館会議室）・ワー
クショップ「中国出版文化の社会史」（同年
12 月 15 日、於 京都国立博物館会議室）で
特集が組まれた。この雑誌は、第１号が 162
頁、第 2 号が 212 頁、第 3 号が 248 頁と、共
同研究の進展と歩調を合わせるかのように
内容を豊富にさせていった。 
平成 21（2009）年度 
 この年度も、「重点項目」を軸に各種の企
画が進められた。「重点項目」が設置されて
以来、前年度の部分で触れた「重点項目
（ロ）：寧紹地区の環境・生態と人間社会の
営み」のみならず、「重点項目（イ）：寧波を
中心とした記録保存の社会文化史」に関して
も、現地調査研究部門調整班のメンバーが主
たる取りまとめ役として共同研究を推進し
た。以下の各企画は、現地調査研究部門の主
催したものではないが、部門メンバーが主導
的な役割を果たしたものの一例である。「第
54 回東方学者会議シンポジウム：近千年の中
国における大地と社会の変貌――自然･景
観･人口･交流などを中心として 」（5 月 15
日、於日本教育会館）、「復旦大学国際シンポ
ジウム：世界史の中の東アジア海域世界
“1250-1350”、“1500-1600”、“1700-1800”」
（6 月 18・19 日、於 復旦大学）、「にんぷ
ろワークショップ：中国東南地区の文献集散
と天一閣」（7 月 23 日、於 天一閣博物館）、
「沖縄シンポジウム：東アジアの海域交流―
―琉球という視点から――」（12 月 12 日、
於 沖縄県立博物館講堂）。部門の雑誌につ
いても、各班の行った現地調査に関する報告、
11 月 21 日に東京大学で行われた出版文化班
第 2 回シンポジウム、上記の沖縄シンポジウ



ムで特集が組まれた。なお、現地調査研究部
門代表として強力なリーダーシップを発揮
してきた岡元司が、年度途中の 10 月 3 日に
急逝した。そのため、残り期間の部門代表を、
それまで副代表であった早坂俊廣が引継い
だ。また、高津孝が部門副代表に就き、海港
地域班から曽田三郎が部門調整班のメンバ
ーに加わった。 
平成 22（2010）年度 
  この年度は、繰り越し申請が認められて研
究活動を行った。繰り越し申請の理由は、上
記の岡元司の急逝により、研究体制の立て直
しが必要だったためである。まずは、そのた
めの作業を行った。具体的に言えば、特定領
域研究全体の企画として進めていた研究成
果の刊行計画（一般向けに、東アジア海域交
流・日本伝統文化の形成、およびそれらの結
節点としての浙江・寧波に関する啓蒙的叢書
を出版する。前記「重点項目」に各巻がほぼ
対応する）の中で、岡が主導的に編集作業を
行っていた巻（「重点項目（ロ）：寧紹地区の
環境・生態と人間社会の営み」に対応）に関
する編集会議を開催し、今後の方針の確認と
岡氏の分担予定箇所を具体的にどう補填す
るかについての話し合いが行われた。また、
早坂が主宰していた巻（「重点項目（イ）：寧
波を中心とした記録保存の社会文化史」にほ
ぼ対応。）についても、岡氏急逝への対応で
遅れた分を取り戻すべく、編集会議を行った。
さらには、刊行計画全体の調整を行うべく、
他巻の担当者とも研究打ち合わせを行った。
このような編集作業（研究活動）によって、
刊行計画は格段に進展し、出版のめどがたつ
ところまでこぎつけることができた。なお、
上記の巻において総論・各論を執筆する必要
上、早坂が物品購入を行い、それらの購入
物・図書を利用して研究活動を行った。 
 これらの研究活動を通して、既に完了して
いる特定領域研究全体の成果が、単に学術界
のみならず、広く一般社会へと生かされる可
能性が格段と広がった。研究期間終了後も他
巻の担当者と連携し、数年内の出版刊行をめ
ざしている 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計 16 件） 
①二階堂善弘「日本妙見信仰與真武信仰」（中 
文）, 『浙江・江蘇地域の道教・民俗信仰 に
関する廟宇・祭神・儀礼調査研究成果 報告
書（平成 17 年度～平成 21 年度文部 科学省
特定領域研究・東アジアの海域交 流と日本
伝統文化の形成・寧波プロジェ クト・現地
調査部門 B-11』 pp.69-75，2010，査読無し 
②二階堂善弘「日本渡来の華人の神々」,『ア 

ジア遊学』第 133 号「道教美術の可能性」（勉
誠出版） pp.197-203，2010 ，査読無し 
③曽田三郎：熊希齢内閣的《政府大政方針   
宣言》与日本人的中国立憲国家論、「近代  中
国与日本」学術研討会論文集（陳廷湘   主
編），2010，pp.20-42，四川出版集団   巴
蜀書社，査読無し 
④高津孝・橋口亘・松本信光・大木公彦「南 
西諸島現存碇石の産地についての一考察」 
人文学科論集第７２号，pp.119-146，2010，
査読無し 
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